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約
2
0
年
前
。
「
国
家
存
亡
の
危
機
」
と
言
わ

れ
た
大
災
害
を
国
民
は
決
し
て
忘
れ
て
い
ま
せ

ん
。
　
１
９
９
８
箆
…
…
一
月
2
2
目
（
現
地
時
間
）
、
カ

リ
ブ
海
で
発
生
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
ミ
ッ
チ
」

は
、
過
去
最
大
級
の
規
模
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
５
）

に
拡
大
し
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
上
陸
。
死
者
１

万
１
７
０
０
人
、
行
方
不
明
者
８
千
人
、
被
災

者
は
１
９
３
万
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
日

本
の
３
分
の
１
程
度
の
小
さ
な
国
土
に
ハ
リ
ケ

ー
ン
が
９
日
間
も
と
ど
ま
り
、
平
年
１
年
分
以

上
の
雨
を
集
中
的
に
降
ら
せ
た
の
が
原
因
で

す
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
師
や
看
護
師
、
調
整
員
の
計

６
人
で
第
１
次
救
援
チ
ー
ム
を
結
成
、
被
災
か

ら
1
0
日
後
に
現
地
入
り
し
、
巡
回
診
療
を
行
い

ま
し
た
。
日
本
政
府
は
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
政
府
か

ら
要
請
を
受
け
1
1
月
1
3
日
、
自
衛
隊
を
初
め
て

海
外
に
派
遣
し
ま
し
た
。

危
機
克
服
し
恩
返
し
た
い

ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
、
治
安
亜

　
世
界
各
地
か
ら
支
援
チ
ー
ム
が
訪
れ
ま
し
た
　
ち
こ
ち
で
建
物
は
崩
壊
し
た
ま
ま
で
し
た
。

が
、
被
害
が
ほ
ぼ
全
土
に
及
ん
で
い
た
た
め
復
旧
　
　
1
1
月
末
に
現
地
を
訪
れ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
第
３
次
派

は
進
ま
ず
、
災
害
か
ら
１
ヵ
月
が
過
ぎ
て
も
、
あ

'噂･
．
汁
　
　
　
　
　
刻
砥
。
ｒ
い
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女
性
医
師
か
ら
診
察
を
受
け
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
被

災
者
＝
１
９
９
８
年
1
1
月

遺
チ
ー
ム
の
男
性
は
「
河
川
敷
に
あ
っ
た
運
動
公

園
は
い
ま
だ
に
水
に
浸
か
っ
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
の
上
部
が
の
ぞ
い
て
い
る
だ
け
。
不
気
味

な
気
泡
が
浮
か
ん
で
来
て
お
り
、
水
面
下
に
は
一

体
、
何
人
の
遺
体
が
腐
乱
し
た
状
態
で
放
置
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
活
動
報
告
書
に
記
し
て

い
ま
す
。

　
ハ
リ
ケ
ー
ン
よ
る
損
失
額
は
3
6
億
／
と
未
曾
有

の
規
模
と
な
り
、
食
糧
危
機
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ

せ
ま
し
た
。
国
の
基
盤
と
な
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
も

壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
で
す
。

　
一
方
、
２
０
０
９
年
に
は
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が

起
き
ま
し
た
。
国
際
社
会
か
ら
支
援
停
止
な
ど
の

動
き
が
出
て
失
業
者
が
急
増
。
1
3
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
は
１
８
５
億
／
と
、
鳥
取
県
と
ほ
ぽ

同
じ
経
済
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
は
、
中
米
諸
国
で
最
も
貧
し
い

国
と
さ
れ
、
世
界
銀
行
と
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
は
「
重
債
務
貧
困
国
」
に
指
定
。
日
本
は
５

８
１
億
円
の
債
務
免
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
麻
薬
組
織
に
よ
る
犯
罪
も
増
え
、
治
安
は
急
激

に
悪
化
。
国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

に
よ
る
と
、
1
2
年
の
殺
人
事
件
の
発
生
率
は
世
界

で
最
も
高
く
、
人
口
1
0
万
人
当
た
り
9
0
・
４
件
起

き
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
支
部
は
緊
急
支
援
の

後
、
排
水
溝
や
学
校
の
ト
イ
レ
建
設
、
不
足
す
る

薬
の
補
充
、
学
校
に
行
か
な
い
若
者
や
受
刑
者
を

対
象
と
し
た
援
助
な
ど
1
4
項
目
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
中
長
期
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
は
い
ま
「
慢
性
的
危
機
」
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
課
題
を

抱
え
、
国
の
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
　
日
本
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
か
ら
い
た
だ
く
温

か
い
支
援
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い

つ
の
日
か
恩
返
し
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

花
　ホンジュラス共和国　熱帯性の気候
で、面積は11万2000平方％、人口808
万人。カトリック教徒が大半を占め、
公用語はスペイン語。コーヒー、バナ
ナ栽培など農業への依存度が高く、製
造や観光など新規産業の育成を目指し
ている。 ＡＭＤＡホンジュラス支部は
1999年、首都テグシガルパに開設。ス
タッフは６人で全員が医師。
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